

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































の間 （Between Worlds）」 と表現している文献
（Najarian2006）があるが，このAを含む「社会政
策演習」で吉田は，まさに「二つの世界の間」その
ものであった。「ろう文化」をアイデンティティと
するAと，きこえる学生の間を吉田は往復してい
た。難聴者である吉田は，「ろう者」のAのラディ
カルな発言に違和感をもちつつ，「ろう文化」につ
いて一部ではあるが，「きこえないこと」という特
性を持つもの同士としての共感も味わっていた。ま
た，吉田は，きこえる人とコミュニケーションをと
ることは困難ではなく，「言語非言語コミュニケ
ーション」を使い分けることで両者（きこえる人，
きこえない人）とのコミュニケーションを可能にし
てきた。このように，二つの世界の間を往復する吉
田を，Aは，「難聴者は，きこえる人ときこえない
人の間にいてアイデンティティの構築形成が困難
だ」と表現した。難聴者は，「ろう文化」や「きこ
えないこと」を誇りに思うことはない。しかし，医
学的には，「きこえにくい」ために，きこえる人と
きこえない人のどちらにも属さない。まさに，2つ
の世界の間が，吉田にとっての居場所であることが
改めて認識された。
第5に，伊藤は，21世紀を通じて生きるAのこ
れからの人生の起伏の中で，ろう者をめぐる社会的，
技術的変化を見通し，主体的に対応できる柔軟さを
どのように身につけさせるかを考えさせられた。
「ろう文化」に強いアイデンティティをもつこと，
「ろう者」としてのアイデンティティが，それをば
ねにして，今後予想される諸問題を解決し，切り開
く力になるかについては，今の段階では未知数であ
ると考えている。
また，本学はAとは異なるアイデンティティの
聴覚障害者も迎えいれている。聴覚障害者には，ろ
う難聴の二つの世界があり，この二つの世界をイ
ンクルードする演習手法，授業の提供をどのように
していくか，ろう者のニーズ，難聴者のニーズをそ
れぞれ包摂することが，教育のユニバーサルデザイ
ン化への道を開くことにどうつながるかを，この
30回の演習は，課題とし残したままである。
なお，散文的に記述していた30回の授業記録を
どのようにまとめるかについては，横浜国立大学教
育人間科学部堀内かおる准教授（教科教育学）にご
指導いただいた。本学の初等教育学科大学院人間
教育学専攻教授の押谷由夫教授には本稿査読の段階
で貴重なご指摘をいただいた。記して謝意を表する。
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